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γ線・熱中性子の両方を従来よりも効率良く遮蔽でき、かつ放射線・放射性物質の管理状況を可視光で確

認できる、新しい放射線遮蔽体を開発している。酸硫化ガドリニウム（GOS）およびタングステンヘビアロ

イ（WHA：W96%、Ni1.5%、Cu2.4%）を遮蔽材料の細骨材として混合配合したモルタル試験体を試作し、放

射線透過試験を実施した。その結果、γ線および熱中性子の両方に対し、試作した遮蔽体が鉄や重コンクリ

ート等の従来遮蔽体に比べ、配合割合に応じて同等以上の遮蔽効果を有することを確認した。 
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1. 緒言 

これまで高効率の放射線遮蔽体の開発を目的として、酸硫化ガドリニウム（GOS）を骨材に用いたモルタ

ル試験体を製作し、強度試験および放射線遮蔽性能試験を行ってきた。その結果、通常のコンクリートと同

等の強度、および γ 線・熱中性子の両方に高い遮蔽効果を持つことを確認できた[1,2]。今回、γ線の遮蔽性

能の更なる向上を目指し、GOS に加えタングステンヘビアロイ（WHA）を混合配合したモルタル試験体を製

作し、放射線透過試験により遮蔽性能を評価した。 

2. 放射線透過試験の方法 

γ線の遮蔽効果を高めるため、WHA を骨材としてできる限

り多く配合（体積割合 34%）した Case[A]、WHA の配合割合

を減らし、GOS を体積割合 5%混合配合した Case[B]、GOS の

配合割合をそれぞれ 1～4%とした Case[C-1～C-4]の計 6 種類

の配合割合でモルタル試験体を製作した。Case[A]の密度は 8.1 

g/cm3で鉄の無垢材とほぼ同じで、一般の重コンクリートと比

べて約 2.5 倍の密度である。また、Case[A]及び[B]では厚さの

異なるステップウェッジ（SW）も製作した。放射線透過試験

では住重アテックス（株）の陽子サイクロトロン中性子源

を用い、比較のために Fe, Cu, Mo, Pb, WHA と GOS 無垢材の

SW を同時に撮影した。γ線は、サンプル後方に直接 IP を設

置し、中性子は In, Dy, Mo の放射化コンバータの IP 転写によ

り中性子エネルギーの異なる画像を得て透過量を評価した。 

3. 試験結果 

撮影時のレイアウトを図 1 に、In コンバータで撮影した結果を図 2 に示す。GOS を配合することで、熱中

性子領域から熱外中性子領域の中性子に対する遮蔽効果が高められることが分かった。発表では、γ線によ

る透過特性についても報告する。 
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図 1 放射線透過測定レイアウト 

図 2 In コンバータを用いた IP 転写法撮影結果 
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